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CEAT 4月例会資料 2012年4月21日 於 筑波大学付属高校

「実験」と「実験ごっこ」（その１）

酢酸エステル合成を通じて

岸 田 功(元都立戸山高校)

◆ ＳＣＮ東京１月例会の内容

発展実験；他のアルコール（ブタノール、アミルアルコール、イソアミルアルコール？）による

エステル合成。

● どこが「実験ごっこ」？
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１ 酢酸エチル合成法の検討

■ 考 察

(1) なぜ空冷管を使うのだろうか？

(2) 湯浴温度が約８０℃に設定されているのはなぜだろう？

◆ 実験１ 啓林館の方法で酢酸エチルを合成しよう。

試薬の量 酢酸、エタノール 2 mL

濃硫酸 0.5 mL

加える水 5 mL

● 実験結果

(3) 失敗対策を考えよう。

A 新版化学Ⅰ（大日本 1989）の合成法

化学ⅠＢ

（啓林館 2002）
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◆ 実験２ 右の合成を試みよう。

◎ 濃硫酸は次の濃度を使う。

A班 18mol/L H2SO4

B班 12mol/L H2SO4

● 実験結果

(a) ５分間合成はできたか？

(b）１分間合成はできたか？

■ 考 察

(a)の結果が出た原因を探り、 対策を考えよう。

(b)の結果が出た原因を探り、対策を立てよう。

◆ 実験３ 次の(c)、(d)の操作をする。

(c) 酢酸エチル 1.5mL、 エタノール 0.5mL、 酢酸 0.5mL、 純水 6.5mL を試験管にとり、

よく混ぜてから静置する。

(d) (c)にエタノール 0.25mL、 酢酸 0.25mL を追加し、よく混ぜてから静置する。

◎ １月例会・・・何が「ごっこ」だったのか。

◎ 「ごっこ」でなくすために。
アルコールとエステルの沸点

アルコール ℃ エステル ℃bp/ bp/
メタノール 酢酸メチル65 57
エタノール 酢酸エチル78 77

プロパノール 酢酸プロピル97 97
ブタノール 酢酸ブチル117 126

　　 ペンタノール　　　 酢酸ペンチル 1-  
　（アミルアルコール） （酢酸アミル）

138 149

　 メチル ブタノール　3- -1-
（イソアミルアルコール）

131 142酢酸イソアミル

ヘキサノール 酢酸ヘキシル157 169

１，思い込みをなくそう

２，常識の再点検

３，失敗はチャンス！

４，複線思考を！！
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都理研発表集録（1982年）
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全国大会（1995年）
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新訂化学Ⅰ(実教・2007） 精解化学Ⅰ(数研・2007）
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● 酢酸エチル合成の平衡定数 ●

化学ⅠＢ（啓林館 2002） 大日本新版化学Ⅰ（１９８９）

新版化学Ⅱ(大日本 2007） (温度は？ 25℃？)
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大日本･化学ⅠB（１９９４） 大日本・化学（2002）
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化学実験１７ 199 年 月 日

エステルの生成とけん化

E-502 ３年 組 番（ ）[ 班]

目 的 カルボン酸とアルコールからエステルを合成する。また、エステルを水酸化ナトリ

ウム水溶液でけん化する。

酢酸エチルC２H５OCOCH３の合成

(1) 静置法（10分合成）とH２SO４の働き

(ｱ) 2本の試験管にエタノールC２H５OH 1mlと氷酢酸CH３COOH 1mlとをそれぞれとり、こ

のうち 1本にはさらに12M-H２SO４ 0.5mlを加えて振り混ぜる。

（試験管の底部に手を触れてみよう）

(ｲ) (ｱ)の試験管を10～20分程度放置した後、試験管内のにおいを比べる。次に純水2mlを
加えてよく振ったのち静置する。

C２H５OH＋CH３COOH C２H５OH＋CH３COOH＋H２SO４

(ｱ) 混ぜたとき

におい
(ｲ)

＋水

(2) 蒸留法

(ｱ) C２H５OH 2ml、CH３COOH 2ml、12M-H２SO４ 1mlを入

れた試験管に気体誘導管を接続し、図のように蒸留する

（沸騰石）。

(ｲ) 留出液が1ml程たまったら加熱をやめ、留出液のにお

いをかぐ。次に純水3mlを加え、よく振った後静置する。

＜考察＞

(a) (ｱ)でエタノールと氷酢酸を混ぜたものに反応は起こっ

たか。濃硫酸を入れたものには反応が起こるだろう。それ

は何から分かるか、２つ上げよ。

(b) (1)と(2)の反応生成物は同じものである。それは何から分かるか。
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(c) この反応生成物の示性式はC２H５OCOCH３である。ここで起こった反応を示性式を用い

た化学反応式で表わせ。この反応は何反応か。

(d) この反応における濃硫酸の働きを言え。

酢酸イソアミル(CH３)２CHCH２CH２OCOCH３の合成

(1) 乾いた試験管に酢酸 1ml、イソアミルアルコール (CH３)２CHCH２CH２OH 1ml、12M-H２SO

４ 5～6滴を加え、よく混ぜた後おだやかに加熱する（沸騰石）。液が沸騰 したら、直ち

に加熱をやめ静置する。じきに液が白濁した後２層に分かれるだろう。

(2) 液が冷えたら水4mlを加えた後、試験管内のにおいをかいでみよ。これが酢酸イソアミ

ルのにおいである。

＜考察＞

(a) 変化を化学反応式で表わせ。

(b) 水を加えて分離しても、この場合は酢酸イソアミルが生成したとはいえない。なぜか。

酢酸エチルのけん化（アルカリの加水分解）

(1) 試験管に蒸留法で合成した酢酸エチル0.5mlと6M-NaOH 2mlをとり、よく振り混ぜた後

静置する。両者は混ざりあうか。

(2) (1)の試験管を激しく振り混ぜながら、短時間ガスバーナーで加熱、沸騰させる（試験

管の上部を手で持ち、熱くならない程度に）。液は分かれたままか。

(3) (2)の試験管に気体誘導管をつけて蒸留し、留出液が0.5ml程たまったら、ヨードホルム

反応の有無を調べる（I２-KIaq 10滴, 1M-Na２CO３水溶液1mlを加え、温めてI２の褐色が消え

た後冷却する）。また、試験管に残った蒸留液には 12M-H２SO４ 1 mlを加えた後、臭いを

かぐ。

＜結果と考察＞

(a) 酢酸エチルは水に溶けるか。

(b) (2)では次の反応が起こっている。それを示す事実にはどんなことがあるか。液が均一

になったのはなぜか。 C２H５OCOCH３＋NaOH→C２H５OH＋CH３COONa
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サリチル酸メチルC６H４(OH)COOCH３の合成

(ｱ) 試験管に次の3種の試薬と沸騰石を入れ、穏やかに加熱する。

1) サリチル酸 1g 2) メタノール 1.5ml 3) 濃硫酸 1ml

(ｲ) 反応液が一瞬白濁してから10数秒後に、加熱をやめ、試験管を静置する。

(ｳ) 反応液が透明な2層の液に分かれたら、ビーカーの水(約50ml)に注いで緩やかにかき混

ぜてから、静置する。

(ｴ) (ｳ)で得られた油滴の内部に白色結晶が見られるようなら、油滴部分を試験管にとり、

駒込ピペットで油滴以外の水をできるだけ捨て去ってから、NaHCO３の飽和水溶液を少し

ずつ加え、かき混ぜる（気泡が発生しなくなるまで）。

得られた油滴の様子を調べよ。

＜考察＞

(a) 得られた油滴はサリチル酸メチルC６H４(OH)COOCH３である。生成反応を化学反応 式

で表そう。

(b) この反応は何反応か。C６H４(OH)COOCH３はどんな種類の物質か。

(c) (ｳ)でNaHCO３を入れると発生する気体は何だろう。また、白色結晶がなくなるのはな

ぜだろう。化学反応式を書きながら、理由を考えよう。
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アセチルサリチル酸C６H４(OCOCH３)COOHの合成

(ｱ) 試験管に次の試薬を入れ、よく振り混ぜる。

1) サリチル酸 1g 2) 無水酢酸 (CH３CO)２O 1ml

(ｲ) これに濃硫酸を数滴滴下してしばらく様子を見る。

＜考察＞

(a) 新しくできた結晶はアセチルサリチル酸C６H４(OCOCH３)COOH である。これはどんな

種類の物質だろうか。

(b) C６H４(OCOCH３)COOH が生成する反応を化学反応式で表そう。

(c) この反応をエステル化といってよいだろうか。

サリチル酸メチルのけん化

(ｱ) けん化 得られたサリチル酸メチルC６H４(OH)COOCH３ 0.5mlに、2M-NaOH 2mlを加え

て温める（沸騰石）。

(ｲ) 溶液が均一になったら加熱をやめ、静置する。溶液の臭いを調べる。

(ｳ) 溶液が冷えたら、このなかに2M-HClを少しずつ加える(3～4ml)。

＜考察＞

(a) (ｱ)の反応を化学反応式で表そう。この反応を何といっただろうか。

(b) (ｳ)で起こる反応を化学反応式で表す。得られた白色結晶は何だろう。


